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教科指導におけるICT 活用の推進を目指した学習素材の作成に関する研究

－ICT を取り入れた年間指導計画の作成を通して－
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要 旨

教科指導におけるICT 活用の推進を図るために，ICT 活用教材の簡単な作成方法の工夫に取り

組んだ。その際，ICT の活用を授業のねらいを達成するための手段の一つとしてとらえ，年間指

導計画に沿った授業計画の中に位置づけた。授業で使用して，生徒の関心・意欲の高まりや思考

の深まり方等での効果を検証した。また，原籍校において校内研修を実施したところ，教科指導

でICT を活用する教員が増えた。

キーワード：ICT 活用 教材作成 準備負担の軽減 校内研修

Ⅰ 主題設定の理由

平成24年度から実施される中学校学習指導要領（文部科学省，2008）の第１章総則第４の２（10）では，

「各教科等の指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付け，コンピュータや情報通信ネットワークなど

の情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できるようにするための学習活動を充実するとともに，これら

の情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること」が示されている。特に，

社会科においては第３の２で，「資料の収集，処理や発表などに当たっては，コンピュータや情報通信ネッ

トワークなどを積極的に活用し，指導に生かすことで，生徒が興味・関心をもって学習に取り組めるように

するとともに，生徒が主体的に情報手段を活用できるよう配慮するものとする。その際，情報モラルの指導

にも配慮するものとする」と示され，ICT 活用の必要性を強調している。

また，「教育の情報化の推進に資する研究」（独立行政法人メディア教育開発センター，2007）では，授

業後の客観テスト，意識調査，及びこの調査・研究に参加した教員の評価結果などから，教科指導にICT を

活用することによって児童生徒の学力が向上することが示された。意識調査においても，教師，児童生徒と

もにその有効性を実感する結果が報告されている。

これらの結果から，教科指導におけるICT の活用は今後不可欠であり，わかる授業を行うために非常に有

効な手段だといえる。しかし，「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」（文部科学省，2011）

の結果において，青森県は「教員のICT 活用指導力チェックリスト」の五つの大項目（Ａ～Ｅ）全てで全国

平均を下回っている。特に，大項目Ｂ（授業中にICT を活用して指導する能力）は全校種で43位，中学校で

は45位という結果であった。そこで，ICT の活用に自信がなく授業での活用に消極的な教員を対象とし，簡

単で効果的なICT を活用した教材の作成を通して，教科指導におけるICT 活用の推進を目指す研究主題を設

定した。

Ⅱ 研究目標

ICT を活用した効果的な教材が簡単に作成できることを実践的に明らかにし，教科指導におけるICT 活用

の推進を目指す。

Ⅲ 研究仮説

ICT を効果的に取り入れた授業を年間指導計画に位置付けることによって，教員の教科指導におけるICT

活用に対する意識が高まる。さらに，効果的なICT 活用教材が簡単に作成できることを実践的に明らかにす

ることによって，教科指導におけるICT 活用が推進できる。



Ⅳ 研究の実際とその考察

１ 研究内容

(1) 簡単で効果的な教材作成方法の工夫

ア ICT を活用した教材作成の考え方

教科指導におけるICT 活用の推進のためには，教材作成に時間や労力がかからず，授業での効果が大

きいことが必要である。そこで，授業にICT を取り入れる際に，資料等を拡大して表示する教材の作成

を基本とした。教科書や資料集を見るように指示するのと同様に，提示装置を見るように指示し，生徒

の視線を集め，意識を集中させて資料提示の効果を高めることをねらっている。

また，パソコンの使用に自信がない教員にも取り組みやすくするため，多くの教員が使用しているア

プリケーションソフトの一般的な機能を使用して，誰にでも作成しやすい教材であることを重視した。

費用面の負担軽減を考えてフリーソフトの活用も考慮した。

さらに，授業での使いやすさを考えて，年間指導計画に基づいた授業計画を立てて作成することにし

た。そのため，平成24年度から中学校で実施される学習指導要領に基づいた年間指導計画の作成に取り

組み，単元の目標と１時間ごとの授業内容を明確にした。教科指導におけるICT 活用は，わかる授業を

行うための手段の一つであるので，学習内容から導き出された授業の目標を踏まえて，活用する意図を

明確にした。ICT 活用の意図は，次のように分類できる。

・知識・理解の補完・定着（疑似体験，反復練習）

・イメージや意欲の拡充（想像力や意欲を高める）

・学び方の補完（作業の手順，方法をつかむ）

・課題や疑問への発展（問題意識や疑問をもたせる）（中川一史・中橋雄 2009）

以上のような考え方を踏まえ，指導内容に対応した独自のICT 活用指導計画を作成した。ICT 活用の

意図や授業展開時の留意点を明らかにすることで，教科指導におけるICT 活用に自信がない教員も，作

成した教材を簡単に使用で

きることをねらっている。

これまで述べたICT を活

用した教材作成の考え方を

まとめると，以下のように

なる（図１）。

①年間指導計画にある単元

の目標を基に学習内容を

明確にする。

②学習内容から学習素材と

して必要なものを明らか

にする。

③学習素材を有効に活用す

るために，教材を作成す

るアプリケーションソフ

トや，授業で使用するIC

T 機器を選択する。

④ICT 活用の意図を明確に

して，授業での効果的な

活用を図る。

このような教材作成に

関する考え方のなかでも

ICT 活用の意図を明確に

することが授業目標の達

成に直接結びつくため，

特に重要である。
図１ ICT を活用した教材作成の考え方



イ ICT を活用した教材の作成

拡大表示を基本とした教材作成では，授業で生徒に見せたい画像等を取り込み，何らかのアプリケー

ションソフトに貼り付けることが中心となる。

画像の取り込みには，『Snipping Tool 』を利用

した。『Snipping Tool 』は，指定した画面上の部

分的な範囲のスクリーンショットを切り取るツール

で，Windows Vista 以降の「アクセサリ」内に標準

装備されている（図２）。このツールは，必要な部

分を選択して画面の取り込みができる点で便利であ

る。

また，『PowerPoint』（マイクロソフト社）等の

アニメーション機能を使用することで，学習内容を

捉えた動きのある教材を作成することができる。例

えば，国家の領域について学習する際，領土から段

階を踏んで領域を説明するのに合わせてアニメーシ

ョンを設定すれば，教科書等にある図を用いるより

生徒の理解が高まることが期待できる（図３）。

このように，「この資料を見せて生徒に考えさせ

たい」，「この資料があれば生徒の気付きに結びつ

く」と感じた際に，画像の取り込みや貼り付けが簡

単にできれば，教科指導でICT を活用する可能性が

広がり，授業を深めることができる。

ウ 資料貼り付け教材の作成

授業で使いたい画像等の資料がある場合，あらか

じめ貼り付けるものを準備しておけば教材の作成が

簡単になると考え，「資料貼り付け教材」を作成し

た（図４）。これは，資料となる画像をストックし

ておき，授業で見せたい時にすぐ表示できることを

ねらった教材である。内容としては，目次のページ

と資料を貼り付けるページがあり，目次のページの

資料名をクリックするとハイパーリンク機能によっ

てその資料に移動するというものである。資料を整

理・表示する上で，１ページに一つの資料があると

便利なため，シート管理ができる『Excel 』（マイクロソフト社）版とスライド管理ができる『PowerP

oint』版を作成した。

実際にこの教材を使用すると，教材作成にかかる時間を大幅に短縮することができた。空き時間等を

活用して，単元で使う資料をまとめて探し，準備しておくことも可能である。

図４ 資料貼り付け教材（Excel版）

図２ 『Snipping Tool』での画像の取り込み

図３ アニメーションを用いた教材



エ 作成した教材のパッケージ化

画像の取り込み・編集，プレゼンテーションソフトや表計算ソフト等の操作に不慣れな教員のために，

使用方法の手引を作成した。また，年間を通して計画的にICT を活用した授業を行うために教材作成を

進め，２学年社会科の教材を年間指導計画の中に位置付けた（表１）。さらに，年間指導計画とICT 活

用指導計画・自作の教材をリンクさせ，必要な時に使用したい教材をすぐに使えるようにした。これら

をパッケージ化し，更に教材作成マニュアル等も加えて教科指導におけるICT 活用の推進に努めた。

表１ パッケージ化した教材（例）の一覧

(2) 機器準備負担の軽減

授業でICT 機器を活用する際の準

備負担を軽減するために，必要な機

器をあらかじめセッティングしてお

き，移動させてすぐ使えるようにす

ることを考え，収納ラックを作成し

た（図５）。市販のスチールラック

を使い，電源分岐タップを取り付け

た簡単なものであるが，これを使用

することによって，授業前の機器準

備にかかる時間を大幅に短縮するこ

とができた。スチールラックを組み

立てるだけなので製作も簡単で，費

用は 7,000円程度であった。あらか

じめ，スクリーンや収納ラックを設

置する位置を決めて目印をつけてお

くと，さらに設置時間の短縮につな

がる。

また，デジタルカメラを利用した簡易実物投影機も作成した（図６）。デジタルカメラを取り付けるア

ームは，デジタルカメラ用三脚の接続部分の部品と， 100円均一ショップで購入した家具の転倒防止用金

具とネジを使用した。製作費用は 1,000円程度である。実物投影機は見せたいものをすぐ提示できるので

大変使い勝手がよく，教科指導におけるICT 活用に慣れていない教員にも扱いやすい機器である。これは，

デジタルカメラを使用しているので，生徒の作品等を撮影して保存することも可能である。保存した画像

は，発表の際の補助資料や評価に利用することができる。このように，少しの工夫をすることで手間や費

用をかけずに教科指導におけるICT 活用を実践し，その効果を実感することができる。

図５ 収納ラック 図６ 簡易実物投影機



２ 研究協力校での検証活動

(1) 研究協力校の生徒（第２学年３学級）を対象とした検証授業

研究協力校の２学年３学級の生徒86名を対象として，社会科の検証授業を行った。目的は，拡大表示に

重点を置いて作成した教材が，授業で

効果的に活用できるかを確かめること

である。各学級４時間の検証授業のう

ち，前半２時間はICT 機器を使用しな

い１学級と，異なるICT 機器を使用す

る２学級を設定して効果の違いを検証

した。後半２時間は，３学級とも同じ

ICT 機器を使用し，学級による教材の

効果の違いを検証した（表２）。

また，検証方法は授業者による観察及び作成物の評価，生徒対象の授業アンケート，授業参観者による

評価である。

ア 生徒アンケートの結果

図７は，授業終了後，その時間の

ICT 活用について，生徒にアンケー

トを実施し，その結果をまとめたも

のである。全ての質問項目で「とて

もあてはまる」「少しあてはまる」

という肯定的な回答が９割以上を占

め，このことから，拡大提示に重点

を置いて作成したICT 活用教材が生

徒の学習場面において，効果的に活

用できることがわかった。特に，質

問２・４・６・７では，「とてもあ

てはまる」の割合が８割を超え，授

業における生徒の意欲や学力の向上に関して効果が大きいといえる。生徒の感想でも，「図や映像を使

用した授業はとても分かりやすかった」「授業に集中できたし，楽しくできたのですごくよかった」等

の意見が多数見られた。一方で「光の加減で見えにくかった」「プリントよりノートを使ってほしかっ

た」等の改善を求める意見もあり，ICT を活用した授業を行う際の留意点も明らかになった。

また，学習内容とICT を活用した効果の関連を分析するた

めに，授業のポイント化を行った。図８は，検証授業終了後，

生徒に各時間の「面白く，勉強になった順位」をつけてもら

い，１位×４点，２位×３点，３位×２点，４位×１点とし

て，時間ごとに合計したものを割合で表したものである。

この結果を見ると，１時間目のうちICT を活用しなかった

Ｂ組のポイントは，他の学級より低いが，２時間目にICT を

活用しなかったＡ組のポイントは，他の学級と余り変わらな

かった。１時間目の学習内容は，画像を用いたクイズ形式の

復習である。この場合，画像を学級全員で見て答えを考える

のと，個人で画像を印刷したプリントを見て考えるのでは，

生徒の印象が大きく違い，ICT を活用する効果が大きいこと

がわかる。２時間目の学習内容は，絶対王政期の風刺画等の

資料から当時のフランス社会の様子について考え，市民革命

に向かう歴史の流れを捉えるものである。Ｂ組で使用した携

帯端末は，持ち運びに便利で起動が速く，操作感がよいため

テンポよく授業を進めることができる。生徒は機器に大きな

関心を示したが，ポイント化の結果では他の学級と大きな差

はなかった。

図７ 授業アンケートの結果（学年全体）

表２ 検証授業で使用したICT 機器

図８ 授業のポイント化



また，３～４時間目は，同じ条件でICT を活用した結果，３時間目は，学級間のポイント差はほとん

ど見られないが，４時間目は，Ｂ組とＣ組で大きな差が見られた。３時間目の学習内容は，三角貿易の

特徴の理解であり，学習内容をまとめ，確かめることにICT を活用する場合，対象となる生徒が変わっ

ても同じような効果があることがわかった。４時間目の学習内容は，19世紀のアジアにおける各国の立

場を班で話し合い，セリフで表現するというものである。班での話合いが円滑に進むことや，積極的に

発表しようとする雰囲気の違いが授業の盛り上がり方の違いにつながっており，それがポイントの差に

なって現れている。

生徒アンケートの結果をまとめると，授業アンケート（図７）から，教科指導におけるICT の活用が，

生徒の意欲や学力を高める点で大きな効果があるのは明らかである。さらに，授業の目的や生徒の実態

に応じた活用を図ることで，より大きな効果が期待できることが授業のポイント化（図８）からわかる。

１時間目のＡ・Ｃ組とＢ組のポイント差に見られるように，単元や授業の導入で，生徒の意欲の向上や

課題に対する意識付けを目的としてフラッシュ型教材を活用するのは，非常に効果的である。一方で，

２・３時間目は，学級間のポイントに大きな差がない。知識・理解の定着や，思考のきっかけ作りを目

的とした場合，ICT の活用は活用しない場合と比べて，必ずしも高い効果を発揮するとはいえない。ま

た，４時間目のように話合いや発表等の活動がある授業では，それらの活動が円滑に進むことが重要で

ある。Ｂ組のポイントが高く発表内容も深まったのは，話合いが円滑に進んだことと，デジタルカメラ

で発表資料を撮影・再生して発表がスムーズに進んだためである。課題の与え方や話合いのさせ方の工

夫等と，ICT 活用の効果的な組合せを意識した教材研究を行うことが，教科指導におけるICT 活用を進

める上で必要である。

イ 授業参観者による評価

校内研修として集中授業を行い，研究協

力校教員に参観してもらった。集中授業は

Ｂ組の４時間目で，授業後に研究協議とア

ンケート調査を実施した。アンケート調査

の回答者は，12名である（図９）。

アンケートでは，質問１・２・３・７で

「そう思う」と回答した割合が５割以上と

高く，「だいたいそう思う」を含めると，

全体的に拡大提示に重点を置いて作成した

教材が効果的だという感想をもったことが

うかがえる。一方で，「どちらかというと

そう思わない」，「そう思わない」の割合

が他と比べて高かったのは，質問６・８で

あり，ICT の効果を感じながらも，自分の授業で活用するのには難しさを感じる教員が多いことがわか

る。したがって，教科指導におけるICT の活用に難しさを感じる教員に対して，働きかけをしていくこ

とが必要だといえる。

(2) 教科指導におけるICT 活用の推進に向けた校内研修等の取組

ICT を活用した授業の効果や実践方法を紹介することを通し

て，教科指導におけるICT 活用の推進を図るために，研究協力

校で校内研修を実施した。目的は，授業でICT を活用する際に

何を，どの程度できればいいかを理解すること，実際にICT を

活用している授業を参観して，活用する際の具体的なイメージ

をもてるようにすることである。これらを踏まえて校内研修実

施計画を立てた（図10）。

１回目の校内研修全体会では，教科指導にICT を活用した効

果を，「教育の情報化の推進に資する研究」（独立行政法人メ

ディア教育開発センター，2007）での客観テストの結果を用い

て説明した。また，検証授業の内容説明を通してICT の活用方

法を説明した。これらによって，教科指導におけるICT 活用の

概要を理解してもらうことに努めた。２回目には，Ｃ組で行っ

【１回目】校内研修全体会

・６月22日（水）実施（30分）

・教科指導におけるICT 活用の概要の説明

→ICT 活用についての知識の習得が目的

【２回目】授業参観と研究協議

・７月12日（火）実施（60分）

・２年Ｂ組４時間目の授業を参観後，全体

で研究協議を実施

→ICT 活用のイメージをもつことが目的

【３回目】ICT 活用教材作成の補助

・検証活動期間中個別に実施

→実際に作成してみることが目的

図９ 教員を対象とした授業参観アンケート

図10 校内研修実施計画



た検証授業を校内研修の集中授業として，研究協力

校教員に参観してもらった後に研究協議を実施した。

その際，「ICT は自分の授業で活用してみたいと思

えるものであったか」，「ICT の活用が生徒の意欲

や学力の向上に結びつくものであったか」を授業参

観の観点として示し，話合いを進めた。さらに検証

活動期間中，研究協力校教員の希望者に対して教材

作成の方法や授業への取り入れ方等を支援した。

また，校内研修を実施した効果を検証するために

１回目の校内研修実施時（６月）に事前アンケート

を，10月に事後アンケートをそれぞれ実施した。３

か月の期間を設定したのは，校内研修の実施による

研究協力校教員の意識の変容や，授業での実践の変

化を検証するためである。事前アンケートの回答者

は13名，事後アンケートの回答者は17名であった。

また，事後調査と同時に，ICT を活用した授業を実

践した教員に聞き取り調査を実施した。

このアンケートの結果（図11），事前調査では，

質問１～３で「よくあてはまる」，「ややあてはま

る」と答えた割合が８割を超えていた。教科指導に

おけるICT 活用が，生徒の意欲や学力の向上に効果

があることを理解し，必要性を感じているため，活

用したいと思っていることがわかる。

一方で，技能に関する質問項目は低い結果であっ

た。「よくあてはまる」「ややあてはまる」と答え

た割合が，質問４では30.7％，質問５では23.1％で

しかなかった。そのため，実践についての質問６で

も，今年度ICT を活用して授業を行ったことがある

と答えたのは，23.1％であった。技能に関する自信

がもてないために実践できない状況が，事前調査か

ら明らかになった。

しかし，校内研修実施後に行った事後調査では，

状況が大きく変化した。質問１～３で「よくあては

まる」「ややあてはまる」と答えた割合が100 ％と

なり，教科指導におけるICT 活用に対する意識が一

層高まっている。さらに，「よくあてはまる」「ややあてはまる」と答えた割合が，質問４では64.7％と

なって34ポイント増加し，質問５でも70.5％となって47.4ポイント増加している。それに伴い，質問６の

今年度ICT を活用して授業を行ったと答えた教員も58.8％となって35.7ポイント増加している。

また，ICT を活用した授 表３ 研究協力校で行われたICT を活用した授業内容の例

業を実践した教員から聞き 学年 教科 実施場所 使用機器 使用機材

取り調査を行い，11件の事 1学年 社会 普通教室 DVDプレーヤー，テレビ テレビニュースの録画

例を確認した（表３）。調 1学年 社会 普通教室 PC,プロジェクタ,収納ラック パソコンに保存した画像

査の結果，普通教室で実施 1学年 理科 理科室 PC，テレビ インターネットの動画

した事例が４件，特別教室 1学年 音楽 音楽室 PC,プロジェクタ,収納ラック テレビ番組の録画,インターネットの画像

が７件であり，使用教材は 1学年 数学 特別支援学級 実物投影機，テレビ そろばんの指使い

動画が５件と多く，自分で 2学年 英語 普通教室 PC,プロジェクタ,収納ラック プレゼンソフト

教材を作成したのは１件で 2学年 保健体育 普通教室 PC,プロジェクタ,収納ラック デジカメで教科書を拡大表示

あった。プロジェクタを使 2学年 保健体育 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 PC インターネットの動画

用した４件全てで収納ラッ 3学年 理科 理科室 顕微鏡，ビデオカメラ 顕微鏡をビデオカメラで拡大

クが使用されていた。プロジェクタを使用しなかった場合は，備付けのテレビ（普通教室21インチ，理科

図11 ICT 活用に関する調査結果



室37インチ）をモニターとして利用していた。

アンケートと聞き取り調査の結果から，校内研修によって，協力校での教科指導におけるICT の活用が

広がったことがわかる。これは，ICT 機器を活用して資料となる動画や画像を提示することで，普段行っ

ている授業がよりわかりやすくなることを理解した結果だと考えられる。アンケート調査の結果にあるよ

うに，研究協力校教員には教科指導でICT を活用する意欲があり，効果を理解している。それに対して，

どの程度の教材を準備し，どんな機器を使用すればいいのかを知らせ，準備負担の軽減を図ったことが授

業での実践につながったと考えられる。実践事例の中には，検証授業で提案したことを取り入れ，デジタ

ルカメラを実物投影機として使用しているものがあり，校内研修で明確なイメージをもてる場面を設定す

ることの必要性を感じた。また，プロジェクタを活用する際に収納ラックが使われていることから，具体

的に準備負担の軽減を図ることが機器の活用に結び付くといえる。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究では，授業で効果的に活用できる簡単なICT 活用教材の作成について，その考え方，方法，技能等

を明らかにすることができた。授業のねらいに沿ったICT 活用の意図を明確にすることで，資料の取り込み

や貼り付け等の必要最小限の技能でも，十分な効果が期待できることがわかった。ICT 活用の高度な知識を

もつことを目的にするのではなく，わかる授業をするための手段の一つとしてICT の活用を考えることが重

要である。また，研究協力校での校内研修等の取組から，ICT 活用の効果や方法を具体的に伝えることや準

備負担の軽減を図ることによって，教科指導におけるICT の活用が推進されることが明らかになった。

Ⅵ 本研究における課題

本研究における今後の課題は，年間指導計画に基づいた教材の作成をさらに進め，全学年の教材をそろえ

てより計画的にICT を活用できるようにすることである。

研究協力校で行った校内研修等の取組を，周囲に広げていくことも必要である。教科指導におけるICT 活

用への苦手意識を解消していくためには，何をどの程度できればいいのかを知る必要があり，その最も身近

な機会が校内研修である。しかし，校内研修では，ICT の活用研修ばかりに時間をかけられない場合もある

ので，わかる授業を実現するための手段の一つとして，授業研究の中にICT の活用を組み込んでいく必要が

ある。各学校が，自校の実情にあわせた具体的な取組を実施していけるようにすることが，今後の課題であ

る。そのためにも，情報主任には，ICT 活用を推進する意味において，校内研修や授業研究をコーディネイ

トする役割が期待される。
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